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   特 集　 淑徳女子トーク

こんな女性をめざしたい

「淑徳大学広報」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

東京都豊島区南池袋1-26-9  MYT第2ビル7F
TEL. 03-5979-7061

■ 池袋サテライト・キャンパス

東京都板橋区前野町5-8-7
TEL. 03-5392-5768

■ 通信教育部

千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL. 043-265-7331

■ 千葉キャンパス
総合福祉学部／コミュニティ政策学部
大学院総合福祉研究科

埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
TEL. 049-274-1511

■ 埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部／経営学部
教育学部

千葉県千葉市中央区仁戸名町673　
TEL. 043-305-1881

■ 千葉第2キャンパス
看護栄養学部

東京都板橋区前野町6-36-4
TEL. 03-3966-7631

■ 東京キャンパス
人文学部
淑徳大学短期大学部
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うま味障害を予防し、
食事を楽しめる体調を維持する

　うま味障害? 聞きなれない言葉ですね。これは味覚障害の一つで、基本味の塩味や甘味、

酸味、苦味は認知できるものの、基本味第５味のうま味が分からない又は弱い場合を表

現します。私の研究テーマでもある、がん患者の味覚障害においても、うま味障害は多く

存在するのですが、今日は若い学生諸子にもこのうま味障害が多いというお話です。

　東北大学の笹野教授の研究報告に興味深いものがあります。某大学の学生を対象にし

た調査では、朝食欠食、外食及び自炊でもバランス不良、学食利用の少ない学生にうま

味障害が多く存在することが報告されています。Company（合コン・コンパ）でお酒をよ

く飲む人にも多いかもしれませんね。それでも、食事改善へのアドバイスを受けてバラ

ンス良く食事をすることで回復する学生が多いとのことですので、食事を見直し、和食

に欠かせないうま味をしっかりと味わいたいものです。

　淑徳大学は栄養学科を有する大学として、すべての学生が食事に関心を持ち、体調管

理・疾病予防の食事を身につけ、うま味障害に陥ることなく食事を楽しみ生き生きと過

ごしましょう!!

×
栄養学科の

知識モリモリ　栄養モリモリ
今回は桑原 節子 先生に伺いました。

vol.7 ■ 編集後記

　今年の4月、淑徳大学に奉職してすぐに

学内広報誌Togetherの編集に関わることと

なりました。委員会での議論にはまだつい

ていけないことが多いのですが、それでも

毎回数時間にわたる会議のなかで、各キャ

ンパスから参加されている委員の皆さん

の「熱」のようなものを感じることができま

す。4つのキャンパスがそれぞれ分散してい

る本学において、こうした広報誌の役割は

決して小さくないはずです。在学生はもと

より、卒業後の淑徳生がどのような人生の

歩みを進めているのかを知ることができる

Togetherの誌面をより充実させていきたい。

この誌面を読んでいただけた方には、小さ

な行事や出来事でも結構ですので、委員会

まで情報をお寄せいただけたら幸いです。

　最後になりますが、本号に御協力いただ

いたすべての皆さんに深謝致します。（田中）
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学園祭＆ホームカミングデーのお知らせ

10月 25日（土）・ 26日（日）
Colorful ～未来を彩る個性～

● ホームカミングデー（懇親パーティー）

10月 25日（土）15：00～
 内容▶サークル発表、過去のアルバム・
写真展示、お楽しみ抽選会、教職員と
の懇談、懇親会など

卒業生の皆さまへ
ホームカミングデーを学園祭と同日開催いたします。皆様のご出席を心からお待ち致しております。
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テーマ

11月 2日（日）・ 3日（月・祝）
Enjoy  誰もが笑顔になれる場所

● ホームカミングデー

11月 2日（日）12：30～
 内容▶オープニングセレモニー、朗読
劇「ハッピーバースデー」、懇親会など

テーマ テーマ

11月 22日（土）・ 23日（日）
For the First Time in 
Forever～うまれてはじめて～

※淑徳短期大学部合同開催

2日（日）・3日（月・祝）



学長　足立 叡  

異なる存在を尊重し合い、高め合う

一
季
一
言

あきら

がんばっている学生、グループ、　 注目のイベントなどをご紹介。

　母国、母校という言葉があります。母、女性という言葉

には命を生み、それを育む包容力や温かさを感じます。

　学祖が着眼したのもこうした女性の持つ力でした。社

会を改善するためには、子育てで大切な役割を担う女子

の教育が欠かせないと考えたのです。本学の教育は、女

性の力を積極的に評価し、これを社会に活かしていくこ

とを伝統的にめざしてきました。

　社会福祉や看護、教育や保育などの現場で、感情豊かで

細やかな女性の特徴は、確かに大きな強みとなるでしょ

う。しかし、そのことは一般的に言われる男女の性質の違

いという意味ではありません。本学の教育において、性

別の差を意識して学生にかかわることもありません。

　性別による違いのとらえ方は人によりさまざまでしょ

う。私たちがめざしてきたのは、異なる存在を尊重し、認

め合うことです。仮に男性の特徴を強さ、女性の特徴を

優しさとするならば、これらが共にあることによって、よ

り良い社会になります。つまり、別々の存在ではなく、男

性女性のそれぞれの持てる力は、互いの関係性の中にお

いて発揮されていくものです。

　女性の社会進出、自立ということが盛んに注目されて

いますが、これについても同様のことが言えます。単に職

業的な自立に偏って認識されているのではないでしょう

か。自立とは他者との関わりの中において自分を活かす

ということです。他者の支えなく生きるということでは

ありません。生かされていることの自覚、支えられてい

ることへの気づきがあり、そのことによって他者のさま

ざまな感情や価値観を受けとめ、つながりの中で自分を

活かしていくことが、真の自立であり、共生になるのです。

　当然、女性だけの自立ということはあり得ません。男性

だけが社会をリードすればいいということもありません。

男女の優劣を議論するものでもないでしょう。それぞれ

の持てる力をともに学び合い、高め合う、そんなキャンパ

スであり、社会でありたいと思います。

　石巻市立大須小学校・大須中学校での

学習支援ボランティアは今年で4回目を

迎え、総合福祉学部・看護栄養学部・教育

学部・経営学部・人文学部から5名の学生

が参加しました。

　参加学生の目的は 様 で々すが、小学生

　7月3日〜6日、墨田

区総合体育館におい

て第84回 全日本大学

総合卓球選手権大会

（団体の部）が開催さ

れました。

　埼玉キャンパス女子

卓球部が出場し、決勝では東京富士大学に競り勝ち、2年連続11

回目の優勝を収めました。なお、殊勲賞に丹羽美里さん（文化コ

ミュニケーション学科3年生）が選ばれました。これからも女子

卓球部への熱い応援をよろ

しくお願いいたします。

　6月23日に早稲田大学大隈記念講堂において、「2020年東京

オリンピック・パラリンピック競技大会大学連携協定締結式・

記念シンポジウム」が開催されました。これは、東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会の成功に向け、一般財団法人東京

オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会と全国の大

学が連携し、それぞれの資源を活用してオリンピック教育の推

進や大会機運の醸成等の取り組みを進めることを目的とした

もので、本学を含む全国の大学・短大552校が連携協定を締結。

　本学でも2020年

東京オリンピック・

パラリンピ ッ クの

成功に向けて、様々

な分野で連携・協力

を行っ てまいりま

す。

きました。「笑顔を届けたい！」と震災半年

後の2011年9月11日を皮切りにパネルシ

アターキャラバンとして始まった活動で、

今回で5回目となります。

　 こども達やお年寄りのたくさんの笑顔

に出会い、笑顔を届けるだけでなく学生達

も元気や自信をもらいました。他キャンパ

スの学生と交流し、特に今年はパネルシア

ター創始者古宇田亮順氏も同行し、有意義

　千葉・東京・埼玉キャンパス合同で13名

の学生が石巻の保育所（3か所）やデイケア

センターでパネルシアター公演を行って

な時間を過ごしました。

　被災した地域を視察し、新聞やニュース

では伝わらない被災地の復興の現状につ

いて衝撃を感じ、これからも支援し続けた

いと決意を新たにしました。

5名、中学生7

名への学習支

援を通して、

児童・生徒に

教えることで

学生自身も教えることの難しさを実感し

た6日間でもありました。

　被災地における復興の現状を目の当た

りにして学生は大きく成長し、学部の壁

を越え『淑徳大生』としての絆も深まり

ました。最終日には「また来るね」と約束

し、雄勝を後にしました。

　この間、社会福祉士・介護支援専門員

として活躍されている総合福祉学部17

期卒業生の髙橋恵美さん（社会福祉法人

旭寿会ケアサポートセンター）より当時

のお話を伺ったり、震災前から継続して

行っていた『雄勝湾灯篭流し』の灯篭づ

くりをお手伝いし、改めて被災地の復興

を願いました。

2014夏　淑徳大学地域支援ボランティアセンター活動報告❶

第4回 学習支援ボランティア（8月3日～8日）

優勝！
第84回 全日本大学総合卓球選手権大会

（団体の部）

2020年 
東京オリンピック・パラリンピック競技
大会大学連携協定締結式に参加

2014夏　淑徳大学地域支援ボランティアセンター活動報告❷

第5回 パネルシアターキャラバン（9月1日～3日）

　「母のような看護師になりたい」と看護師を目指して
地元の秋田を離れ、本学で看護を学んでいる佐藤鮎香
さん（看護学科4年）。4年間の授業と実習では、看護の
専門的な知識や技術だけでなく、患者さんやその家族が
もつことばに表されない思いに気づくことも看護には重
要であることを学びました。また、実習を通して、患者さ
んの気持ちに寄り添う看護を大切にしたいという思いを
強く持つようになりました。
　「実習はとても大変でしたが、様々な経験をしたり、現場で活躍する看護師の姿を見たりすることで、
憧れだけの看護師ではなく、目指す看護師像が具体的になってきました」と語っていました。現在は妹
の柚華さんも看護学科1年次に在籍し、姉妹共に本学で学んでいます。

佐藤 鮎香 さん
看護栄養学部　看護学科 4年生

表紙の人………………………………………

Cover Person

▲ 髙橋恵美さん（前列中央）と引率した総合福祉学部
山口光治教授（後列右）、 参加学生の皆さん

同じ看護学科に在籍する妹 柚華さん（左）と
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宜野座 哲さん 

特別養護老人ホーム「森城（むいぐすく）」　施設長
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学
祖
は
1
9
1
8
（
大
正
7
）年
28
歳
の
と

き
、
宗
教
大
学
社
会
事
業
研
究
室
の
実
地
調

査
部
の
名
に
お
い
て
、
東
京
西
巣
鴨
の
ス
ラ

ム
街
、
通
称
二
百
軒
長
屋
に
単
身
で
移
住
し

ま
す
。
こ
こ
で
、
年
少
労
働
者
な
ど
の
不
就
学

児
童
を
対
象
に
読
み
書
き
、
算
盤
な
ど
を
教

え
る
夜
間
学
校
を
開
い
た
こ
と

が
、
学
祖
の
教
育
事
業
の
源
流
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
六
畳
一
間
に

24
、
25
人
が
集
ま
り
、
評
判
と

な
っ
て
生
徒
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
組
織
的
な
事
業
の

必
要
性
を
感
じ
、1
9
1
9
（
大

正
8
）
年
の
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
の

創
立
に
至
り
ま
す
。「
マ
ハ
ヤ

ナ
」
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

で
「
人
び
と
を
理
想
郷
に
運
ぶ

大
き
な
乗
り
物
」
を
意
味
し
、

仏
教
的
に
見
る
と
大
乗
仏
教
の

「
大
乗
」に
あ
た
り
ま
す
。
学
祖

の
め
ざ
す
貧
民
救
済
の
拠
点

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
名
称
で

あ
り
、
恩
師
で
あ
る
渡
辺
海
旭

先
生
に
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し

た
。
困
難
を
乗
り
越
え
竣
工
し

た
建
物
は
、
1
階
は
昼
間
は
保

育
所
、
夜
は
夜
学
用
の
教
室
と

な
り
、
2
階
は
昼
間
は
お
茶
・

お
花
・
裁
縫
な
ど
の
講
習
、
夜

は
職
員
の
寝
室
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ

と
か
ら
も
、社
会
改
善
の
た
め
の
実
用
的
な
教
育

が
指
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
学
祖
は
浄
土
宗
の
海
外
留
学
生
に
選
ば
れ
、

1
9
2
2
〜
２
３
（
大
正
11
〜
12
）年
に
欧
米

へ
留
学
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
当
時
の
ド
イ
ツ

に
約
40
あ
る
社
会
事
業
学
校
の
中
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
女
子
社
会
事

業
学
校
に
入
学
し
約
10
ヶ
月
学
び
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
同
学
校
が
男
子
学
生
を
受
け
入

れ
た
最
初
の
年
で
、
学
祖
は
そ
の
一
期
生
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
留
学
で
得
た
こ
と
は
、
終
生
の
財
産

に
な
っ
た
と
学
祖
は
述
べ
て
い
ま
す
。
社
会

事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
示
唆
を
得
た
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
女
子
教
育
の
展
開
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
在
外
中
、
社
会
改
善
の
為
に
は
救
貧
的

事
業
よ
り
も
防
貧
教
化
、
教
育
事
業
こ
そ

一
層
重
要
な
る
を
認
識
し
、
殊
に
学
園
事

業
の
体
験
よ
り
、
女
子
教
育
こ
そ
理
想
社

会
実
現
の
要
諦
な
る
と
痛
感
し
、
大
正
13

年
大
乗
女
子
学
院
を
開
創
し
、
爾
来
社
会

事
業
と
共
に
教
育
事
業
に
努
力
す
る
。（「
我

が
経
歴
及
思
想
」）

　
こ
の
文
章
は
後
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
す

が
、
学
祖
は
二
百
軒
長
屋
で
の
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
活
動
の
経
験
を
通
し
て
、
母
親
の
受
け
た

教
育
水
準
が
家
庭
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

実
感
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
教
育
、
特

に
婦
女
子
の
教
育
の
必
要
性
は
誰
よ
り
も
認

識
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
欧
米
留

学
中
に
知
っ
た
欧
米
婦
人
の
教
養
の
高
さ
、そ

れ
を
支
え
る
女
子
教
育
の
充
実
ぶ
り
、
こ
こ

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結
論
と
し
て
、
社
会
事

業
の
一
環
と
し
て
教
育
事
業
、
特
に
女
子
教

育
を
重
視
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
関
東
大
震
災
の
翌
年
1
9
2
4

（
大
正
13
）
年
に
、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
内
に
大
乗

女
子
学
院
（
夜
学
）を
設
立
。
勤
労
女
性
や
家

庭
の
婦
人
を
対
象
に
、
生
活
改
良
や
教
養
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
教
育
内
容
は
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
実
務
を
主
体
と
し
た

も
の
で
し
た
。
さ
ら
に
翌
1
9
2
5
（
大
正

14
）年
に
、
大
乗
女
子
学
院
を
巣
鴨
家
政
女
学

校
に
改
組
・
発
展
し
、
女
子
教
育
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。
以
後
、
財
団
法
人
大
乗
学

園
巣
鴨
女
子
商
業
学
校
、
巣
鴨
女
子
高
等
学

校
、
現
在
の
淑
徳
巣
鴨
高
等
学
校
へ
と
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
も
学
祖
の
社
会
事
業
と

教
育
事
業
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
敗
北
終
戦
後
、
民
主
主
義
信
条
に
よ
り
新

日
本
再
建
を
企
図
し
、
国
家
民
族
の
更
生
を

期
す
る
為
に
は
女
子
教
育
と
社
会
事
業
と

が
唯
一
最
善
の
基
盤
と
な
る
こ
と
を
思
い
、

更
に
残
生
を
賭
し
此
の
両
面
に
最
後
の
奉

仕
に
挺
身
せ
ん
…
。（「
我
が
経
歴
及
思
想
」）

　
戦
争
に
導
い
た
教
育
を
反
省
し
、
だ
か
ら
こ

そ
し
っ
か
り
と
し
た
教
育
を
行
お
う
。
女
子
教

育
も
同
様
で
、
立
派
な
母
親
か
ら
は
立
派
な
子

供
が
育
つ
と
い
う
信
念
が
あ
り
、
日
本
の
復
興

の
第
一
歩
と
し
て
立
派
な
人
間
を
、
そ
の
た
め

に
は
女
子
教
育
を
最
初
に
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
総
合
的
・
機

能
的
展
開
の
た
め
に
、
1
9
4
9
（
昭
和
24
）

年
に
財
団
法
人

　
大
乗
淑
徳
学
園
（
現
・
学
校

法
人
）に
組
織
変
更
を
行
い
、
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学
、そ
し
て

本
学
に
至
る
母
体
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　「
後
に
続
く
者
を
育
て
た
い
」。
学
祖
の
教
育

事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
1
9
6
5
（
昭
和

40
）
年
、
本
学
が
開
学
し
ま
し
た
。
学
祖
の
教

育
事
業
は
、
社
会
改
良
の
立
場
か
ら
地
域
福
祉

活
動
の
一
環
と
し
て
の
女
子
教
育
と
、
社
会
福

祉
事
業
の
専
門
家
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育

の
2
つ
の
大
き
な
流
れ
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

女
子
教
育
は
、
当
初
は
家
事
・
家
政
的
な
経
済

実
務
教
育
を
重
点
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
仏
教
的
見
地
か
ら
の
人
間
形
成
へ
と
展
開

し
て
い
き
ま
し
た
。「
全
人
生
の
信
条
を
仏
の

智
慧
と
慈
悲
と
に
お
く
総
合
的
な
人
間
形
成

…
近
代
的
日
本
女
性
の
育
成
」（『
大
乗
淑
徳
教

本
』）を
目
指
す
た
め
に
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま

で
の
一
貫
教
育
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

学
祖
の
教
育
事
業
の
今
日
の
姿
で
す
。

　
智
慧
、
慈
悲
、
そ
し
て
共
生
き
の
精
神
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
性
別
や
専
攻
す
る
学
問
の

別
を
問
わ
ず
共
通
の
も
の
で
す
。
昨
今
、
女
性

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
単
に
経
済

的
貢
献
ば
か
り
で
な
く
、
多
様
な
人
々
が
認
め

合
い
、
支
え
合
う
社
会
が
理
想
で
す
。
自
分
を

活
か
し
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の
学
び
を
実

践
し
、
豊
か
な
未
来
づ
く
り
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　

女
子
教
育
は
、
学
祖
・
長
谷
川
良
信
先
生
が
力
を
注
い
で
き
た
教
育
の
柱
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
歴
史
や
思
想
を
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
祖
が
め
ざ
し
た
女
子
教
育仏

教
精
神
に
基
づ
く
人
間

形
成
へ

◀1931（昭和6）年、巣鴨女子商業学校の開校ま

もない頃の集合写真。前列中央が学祖長谷川先

生、その左側が渡辺海旭校長。

学
祖
の
教
育
事
業
の
源
流

ド
イ
ツ
へ
の
留
学
で
女
子

社
会
事
業
学
校
を
視
察

ともいきのこころ

▲1924（大正13）〜1925（大正14）年、

大乗女子学院の編み物講習会。

ベトナムの路上にて
12歳ほどのバラ売りの
少女が、生活費を稼ぐた
めに夜も働くといいます。
バラが売れるまでは帰れ
ないとのことでした。瞳
が澄んだ少女の笑顔が
今でも忘れられません。

2007年天津大学語学研修
仲間たちと京劇メーク体験。後列真ん中は三国志劉
備役の宜野座さん。

特別養護老人ホーム森城（緑）と併設する有料老人
ホーム竹園（青）の職員です。宜野座さんは竹園の管
理もしていらっしゃいます。
この2つの施設名は地域の拝所からいただきました。

沖縄県生まれ。2010年、総合福祉学部卒業。在学中は、スウェーデ

ンやイギリスを歴訪し、また、天津大学夏期語学研修やブラジル派

遣研修にも参加した。現在は、沖縄市で特別養護老人ホーム「森城

（むいぐすく）」の施設長を務める。

福祉の現場では人間としての力が試される
「ありがとう」という一言のために

　
宜
野
座
さ
ん
は
沖
縄
の
高
校
を
卒

業
後
、
一
度
は
医
学
部
を
目
指
し
ま
し

た
が
、改
め
て
淑
徳
大
学
に
入
学
。「
父

と
同
じ
医
師
を
志
す
か
迷
い
、
自
分
が

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
を

探
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の
答
え
と
し
て
、

医
師
の
道
で
は
な
く
福
祉
で
生
き
る
こ

と
を
決
意
し
、
福
祉
分
野
で
は
歴
史
が

長
く
実
績
の
あ
る
淑
徳
大
学
に
入
学
し

ま
し
た
」。

　
入
学
後
の
宜
野
座
さ
ん
は
、
本
学
の

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ほ

か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
の
各
国
を

旅
行
し
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
大
学

生
活
を
満
喫
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
多
く

の
国
々
へ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、「
各
国
の

福
祉
の
現
状
や
歴
史
、
物
事
の
と
ら
え

方
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」と

い
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
4
月
、沖
縄
県
沖
縄
市

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
森
城
（
む

い
ぐ
す
く
）」が
開
所
し
、
宜
野
座
さ
ん

は
初
代
の
施
設
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
社
会
経
験
の
浅
か
っ
た
宜
野
座

さ
ん
は
、
と
に
か
く
必
死
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。「
森
城
建
設
会
議
や
認
可
取
得
、

県
の
監
査
も
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
掃

除
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
嫌
が
る
こ
と
も

率
先
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
」と
言
葉

を
噛
み
締
め
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
り

ま
し
た
。「
人
の
嫌
が
る
こ
と
を
進
ん

で
や
る
の
が
上
に
立
つ
者
」
と
い
う
父

の
教
え
を
そ
の
時
に
な
っ
て
初
め
て
身

に
染
み
て
実
感
し
ま
し
た
。

　「
一
生
懸
命
に
勉
強
す
る
も
よ
し
、遊

ぶ
も
よ
し
、
少
々
痛
い
目
に
会
う
の
も

ま
た
よ
し
、
全
て
は
自
己
責
任
。
と
に

か
く
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
福
祉
の

仕
事
は
、
最
後
に
は
現
場
で
人
間
と
し

て
の
力
が
試
さ
れ
ま
す
か
ら
」。

　
宜
野
座
さ
ん
の
「
森
城
（
む
い
ぐ
す

く
）」に
対
す
る
思
い
の
行
き
着
く
先
は
、

中
国
天
津
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
一

体
化
に
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
「
地
域
を

支
え
、地
域
が
支
え
る
地
域
密
着
型
」の

施
設
運
営
で
す
。「
入
所
し
て
い
る
高

齢
者
が
子
ど
も
や
若
者
と
と
も
に
過
ご

せ
る
、
地
域
に
溶
け
込
む
自
然
な
ホ
ー

ム
、
そ
し
て
地
域
全
体
で
介
護
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
作
り
た
い
の
で
す
」。

　
そ
し
て
最
後
に
「
家
族
や
親
戚
そ
し

て
知
人
な
ど
の
関
わ
り
の
中
で
”
看
取

り“
が
で
き
、
そ
の
方
が
生
き
て
き
た

歴
史
や
背
景
の
中
で
私
た
ち
の
仕
事

が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
病
院
と
は
異
な
る
ホ
ー
ム
な
ら
で
は

の
ケ
ア
に
よ
る
成
果
に
対
し
て
の
” 

あ

り
が
と
う“ 

と
い
う
一
言
が
す
べ
て
で

す
ね
」と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
宜
野
座
さ
ん
は
、「
あ
り
が
と
う
」と

い
う
一
言
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
先

頭
に
立
っ
て
今
日
も
、
そ
し
て
明
日
も

働
き
続
け
ま
す
。

　 福祉の現場で日々奮闘する宜野座哲さん。高校卒業後の生
活、そして大学での 4 年間が今の宜野座さんの人間としての力
を育みました。今、施設の長として、スタッフと力を合わせ、地
域とともに歩もうとしている宜野座さんに、自分を育んでき
た人や事柄、これからの施設経営のビジ ョ ンや福祉の在り方
について聞いてみました。
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photo
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今回のテーマは ドリームナイト・アット・ザ・ズー で徹底リサーチ !
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　私たちバスケットボール部は、週3日アリーナ（2号館）で活動して
います。春と夏には合宿へ行き仲間と過ごすことで、チームワークを
高めつつ公式戦での勝利に向けて練習に励んでいます。男女ともに人
数が多くはありませんが、チーム内で意見を言い合い、技術の向上に
努めています。
　女子の方は先日6月22日～7月6日に行われた千葉県女子学生バス

　このサークルは何にでも挑戦するサークルです。最近は学生目
線で描いた大学PV を作りました。また今後は福島ボランティア
に行ったり、板橋区の農業祭でブースを出したり、番組を作った
りやることが盛りだくさんです。
　サークルの雰囲気は、部員が集まると話し合いで意見を出し、
PV撮影に協力するなど「○○をやろう」と言うと「よし、やろう!」
という返事がすぐ返ってきます。個性豊かで、明るくまとまりの

　こんにちは、創作部CRAZY5です！このサークルの活動は、ず
ばり「創作活動」です。イラストを描いたり、小説を書いたり……
と、活動日は不定期ですが、お茶会気分でわいわい活動していま
す。また、作品をまとめて部誌の発行や図書館で展示をしたり、
各々のスキルアップを図る講習会なども行っています。
　そんな創作部、実は今年で創設19年目。そして、19年目にして
やっと準認定団体になりました！補助金が出るようになりまし
たので、10月の淑徳祭は昨年度よりもスケールアップしたいと

ケットボール大会春季リーグ戦でBリーグ優勝を果たすことができ
ました。この大会での反省を活かし、これからの大会に向けて男女共
に、OB・OGの方や周りの人への感謝の気持ちを忘れずに、全員が楽
しく笑顔でバスケットボールができるよう、全力で取り組んで行き
たいと思います。メンバー募集中です！興味のある方は是非アリー
ナや部室へ来てください。お待ちしています。

ある、今までにないおもしろいサークルです !! そして、淑徳大学
に今までなかった新しい最高のサークルになる為に、「人との関
わりを大切にし、やりたいと思ったことは挑戦する」ことが今の
目標です。
　最後に“HEART”には1つひとつ意味がきちんと込められてい
ます。活動してどんどん名前を広げたいです。これからの“HEART
サークル”に期待あれ!!

考えています。今年度の創作部のテーマは「和」。「和」をテーマに
した部誌の配布や、ラミネートカードの販売を行います。ぜひ、
10／25、26は淑徳祭創作部スペースまで！
　なお、現在、創作部では部員を募集しています。サークルの HP 

（http://www4 .hp-ez.com/hp/sousakubucrazy5）もありま
すので、よろしければご覧ください。皆さんのアクセス、そして部
室訪問を心よりお待ちしています。

クラブ
プレス

Club Press 203 各キャンパスのクラブ・同好会をご紹介します

バスケットボール部  
CHIBA  Campus

● 代 表 者 ： 押川 美寿々 （教育福祉学科3年）
● 創　  部 ： 1984年
● 部 員 数 ： 18名（男子9名 女子9名）
● 活 動 日 ： 月・木・土曜日
● 部　  室 ： 11号館3階15

HEART（サークル）
TOKYO  Campus

● 代 表 者 ： 根津 瞳 （表現学科1年）
● 創　  部 ： 2014年
● 部 員 数 ： 16名（男子4名 女子12名）
● 活 動 日 ： 木曜日
● 部　  室 ： ４Fフリースペース、スタジオ

創作部CRAZY5
SAITAMA  Campus

 ● 代 表 者 ： 涌井 菜朋（文化コミュニケーション学科3年）
 ● 創　  部 ： 1996年
 ● 部 員 数 ： 11名（男子2名 女子9名）
 ● 活 動 日 ： 不定期
 ● 部　  室 ： 部室棟301

Free

Creation

Basketball

協力：Lien編集部  
向出 唯香さん（社会福祉学科4年）
上田 一帆さん（社会福祉学科4年）
岩瀬 昌子さん（社会福祉学科4年）
岩井 茜さん　（社会福祉学科4年）

Thank you!!

　「
淑
徳
調
査
団
」は
、
淑
徳
大
学
に
ま
つ
わ

る
ギ
モ
ン
や
面
白
そ
う
な
こ
と
を
毎
回
メ
ン

バ
ー
が
リ
サ
ー
チ
し
て
い
く
企
画
で
す
。

　
今
回
は
、特
別
支
援
教
育
を
学
ぶ
学
生
た
ち

を
中
心
と
し
て
、障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

と
そ
の
家
族
を
動
物
公
園
に
招
待
す
る「
ド

リ
ー
ム
ナ
イ
ト
・
ア
ッ
ト
・
ザ
・
ズ
ー
」（
8
月

25
日
千
葉
市
動
物
公
園
共
催
）に
つ
い
て
で
す
。

　
取
材
・
調
査
に
際
し
て
は
、大
学
情
報
誌
制

作
を
目
的
と
し
て
創
部
さ
れ
た
新
サ
ー
ク
ル

L
i
e
n
編
集
部
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

ドリームナイト・アット・ザ・ズーの

主催者インタビュー

――なぜ開催することになったのですか
動物公園という場を活かして、より多くの方に楽しんでも
らいたいという気持ちからドリームナイト・アット・ザ・
ズーの開催に至りました。2010年から淑徳大と共催して
年々応募者が増え、協賛が集まるようになりました。昨年
より主催を委員会組織化し、動物公園長が委員長、淑徳大学から加藤哲教育福祉学科長が委員と
して、また米系大手ジブラルタ生命が協賛企業になり、産官学連携へと成長を遂げています。
　――なぜ閉園日に障がい児を対象としたのですか
普段は人が多く、障がいを持っていることにより思う存分楽しむことができない障がい児
と家族に、閉園日にゆったりと参加してもらいたいからです。

来園者に直撃取材！

利用者（障がい児とその保護者）にとってのドリームナイト・アット・ザ・ズーとは

●暑いのを覚悟の上で参加しましたが、動物とのふれあいがゆっくりで
きてとても良かったです。

●娘はヤギのエサやりを喜んでいました。レッサーパンダやウサギの着
ぐるみに何度も接近していました。良い思い出になったと思います。

●車イスの子どもの目線ではほとんど見られなかった動物が前に出る
ように工夫されていて近くで見ることができました。写真をとって下
さったり、親切で楽しく過ごせました。

今年は障がい児とその家族ら1,131名から応募があり、当日の8月25
日は722名が訪れました。
本イベントは、8月27日付朝日新聞に掲載されました。

◎ ドリームナイト・アット・ザ・ズーとは？

調査を終えてみて……
　そもそも新サークルLien編集部のLienとは、フランス語で“絆”を意味して「リ
アン」と発音されます。
　大学情報制作誌を活動の目的として、社会福祉学科4年生の4人を中心メンバー
として創部したばかりの届出団体（代表：向出唯香さん）です。メンバーの岩瀬昌子
さんは、1年生の時からドリームナイト・アット・ザ・ズー動物ふれあいサポーターをし
ていて、今回は取材の主目的の他に誘導案内係を担う場面もありました。本紙調査
団の大役は様々な立場の方々と接する機会となりました。ちょっと緊張ぎみに取材
調査に臨みましたが、お客様は楽しそうで、「楽しかった」「ありがとう」と声をかけて
いただきました。こちらの方が嬉しくて、大変充実した時間を過ごすことができ、と
ても貴重な経験が得られました。
　Lien編集部はメンバー大募集中です。千葉キャンパス11号館2階11部室へ是非
来てください。

千葉市動物公園と淑徳大学共催のドリームナイト・アット・ザ・ズー

応募者、来園者数の推移　　千葉市動物公園提供データより

調　査

ドリームナイト・アット・ザ・ズーは、オランダのロッテルダム動物
園が1996年に小児がんを患う子どもを閉園後の夜に招待したこと
が始まりです。現在約37カ国261の動物園が6月初旬を中心に実施
しており、千葉市動物公園では、淑徳大学との共催で2010年より8月
末の月曜閉園日の午後に開催しています。

ボランティアに参加した淑徳大生に聞きました
ドリームナイト・アット・ザ・ズー2014に

参加して取り組んだこととその感想

その1. 　飼育係とともに動物ふれあいサポーター　子ども動物園
ウサギや羊など可愛い小動物を直接に子どもたちへ紹介して楽しかっ
たです。

その2. 　風太君の着ぐるみフォトサービス　撮影巡回　
着ぐるみ風太君に変身すると“人気者”になりきれました。
子どもたちの瞳キラキラ輝いて見えました。

その3. 　バルーンアート　動物科学館1F展示コーナー広場
動物バルーンアートを作りお客さんに渡しました。犬のバルーンなど
喜んでもらえてうれしかったです。沢山の人たちを笑顔にするこのイベ
ントが今後も続いていくことを願っています。

その4. 　淑徳大学スペシャルライブ　動物科学館ホール
●パネルシアター　●手話ソング　●金管アンサンブル
手拍子を演奏に合わせてもらい私たち自身も楽しむことができました。
音楽の力は障がいを持った人も無い人も惹き付ける力があるのだと
思いました。

マメ 知識

おまけ 感想

Data 3
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とな っ て千葉日報に記事を掲載する CHIBA 

UNIVERSITY PRESS に本学コミュニティ政策学

部の斉藤保昭准教授のゼミ生 4 名が活躍しまし

た（西山勲さん、高橋有実子さん、倉持勇佑さ

ん、中里司さん【3年生】）。6月6日付の取材記事

など、その他の新聞記事

とあわせて WEB サイト

に掲載されています。

http://www.chibanippo.

co.jp/cup/

看護体験記において優秀賞に選ばれました

　 千葉県看護協会

の「看護の日」事業

で行われている「看

護体験記」作品で、

看護学科1年の岡島杏さんが「看護師への道」部門

で優秀賞に選ばれ、5月17日、アパホテル＆リゾー

ト〈東京ベイ幕張〉にて授賞式が行われました。岡

島さんは、高校時代の看護体験を通して、患者さ

んから励ましのことばをいただいたことがきっか

けとなり、看護師を目指すようになりました。

夏祭り、花火大会でボランティア

　ボランティア講座は今年で2年目を迎え、講

座を受講した学生がさまざまな場で活動してい

ます。一部を紹介すると、7月15日、ひまわり幼

稚園の夏祭りでは、屋台でかき氷販売の手伝い

をして、園児やその家族に喜ばれていました。千

葉東病院の花火大会では、重症心身障がい児（者）

の介助だけでなく、職員の方々と一緒に着ぐる

みを着て踊るなど参加者を楽しませていました。

今後もさまざまなボランテ ィ アを通じて地域の

方々の支援を行っていきます。

「学祖コーナー」が開設されました

　千葉第2キャンパス1号館1階キャンパスモー

ルの壁面に「学祖コーナー」が設置されました。

埼玉キャンパス、東京キャンパスと同様、学祖

の生涯を紹介したパネルや肖像写真などを展示

しています。在校生だけでなくオープンキャン

パスなどで来校さ

れた高校生やご父

母にもご覧いただ

いています。
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淑徳大学東京キャンパス開設記念

オレンジ世代応援コンサート開催

　9月9日、東京芸術劇場にて淑徳大学東京

キャンパス開設記念・夕刊フジ創刊45周年と

して、新日本フィルハーモニー交響楽団（指

揮： 広上淳一）によるオレンジ世代応援コン

サートが開催されました。

　オレンジ世代とは、充実感やチャレンジ精

神を掻き立てる、暖色のオレンジ色を当ては

めて「オレンジ世代」と表現したものです。こ

れから益々充実して円熟期に入る「シニア世

代」「シルバー世代」の方々を応援していくも

のとして、本コンサートも多くの方から支持

を受け、盛り上がることができました。

ベトナム人介護福祉士候補者来学

　日本とベトナムの経済連携協定EPAに基づ

く看護師・介護福祉士候補者が初来日し、その

内のベトナム人介護福祉士候補者117名が4

班に分かれて研修のために来学しました。

　6月24日、27日、7月1日、4日に、藤野ゼミ、

結城ゼミ、西尾ゼミの3つのゼミ合同で出迎え

キャンパスを案内して、日本とベトナムの介

護事情はじめ文化や習慣の違いなど話し合い

国際交流を深め合いました。

　外国語としての日本語を日常会話レベル以

上を修得して来日した点が、これまでのイン

ドネシア、フィリピンの候補者とは異なり、8

月からはそれぞれの病院や介護施設で働きな

がら約4年の滞在期間中に介護福祉士の国家

試験合格を目指します。

第40回 生実町花火大会

　毎年8月15日に生実池畔で開催されている花

火大会は今年で第40回目を数え、3,500発の花

火が夜空を彩り約2万人の大勢の人出で賑わい

大盛況でした。本学コミュニティ政策学部の磯

岡哲也教授ゼミ生による歩行誘導係やボラン

ティアセンター学生有志によるボランティア参

加、学生消防隊は制服姿で

巡回、防犯ボランティアサー

クルShukutoku Eagle Eyesも

参加協力しました。

生実町プレーパーク（冒険遊び場）がオープン

　8月23日、「淑徳大・生実町プレーパーク（冒

険遊び場）」がオープンしました。このプレー

パークは、地域の子どもたちが大学生と一緒に

自然環境の中で冒険遊びを楽しみながら、自ら

考え問題解決力を育むことを目的としていま

す。場所は共生苑に隣接した広大な大学敷地。

開園式には、学生、子ども、町内会、大学関係者

ら41名が集まりました。石井伶奈さん（教育福

祉学科1年）の司会で始まり、学生実行委員会を

代表して大村康祐さんが開設に至る苦労と歓

びを語りました。淑徳大の磯岡哲也学長特別補

佐、土井進教授、生実町内会の丸嶋義雄会長、共

生苑の林房吉施設長から祝辞が寄せられまし

た。その後、早速プレーパーク探検（榎本尋文

さん・髙橋雄大さん）や大根の種まき（中田航平

さん）などを楽しみました。これから毎月1回プ

レーパークを開き、地域交流を深めます。

ソーシャルワーカーの声

　 社会福祉学科3年濱

中裕介さん、2年黒川祐

介さん、平澤あゆみさ

ん、1年海老池真央さん

と総合福祉学部山下興

一郎准教授は、福祉系

大学経営者協議会が実

施するソーシャルワーカーの声プロジェクトに参

加しました。本学は、岩手県を担当し、9月2日～6

日の5日間、5名のソーシャルワーカーへのインタ

ビューを実施したほか、応急仮設住宅やサロンの

訪問、NPOや福祉施設の視察等に取り組みました。

千葉日報ユニバーシティプレス

　 千葉県内の 7 大学より大学生が新聞記者

第6回 看護川柳コンテスト　表彰作品発表

　第6回看護川柳コンテストが行われました。

今年も、たくさんの応募があり、厳正な選考の

結果、5作品が入選いたしました。

≪完全燃笑≫～自分らしく！ありのままで！～

教育学部1・2年生合同運動会開催 優勝は黄組！

　7月12日、埼玉キャンパス体育館において、教

育学部1・2年生合同の運動会が開催されました。

参加学生180人が1・2年混合の赤・白・黄・青のチー

ムに分かれ、揃いのユニフォームと鉢巻を着用し

て「障害物リレー・玉入れ・借り人競走・大縄跳び」

で競い合いました。競技前の円陣を組んでの掛け

声、競技を終えてのハイタッチ、声をからしての

応援、合間の歌

やダンスなど、

笑顔が広がり親

睦が深まる大会

となりました。

パネルシアターで楽しい教材づくり

～授業「キャリアデザイン」発表会～

　教育学部1年生全員が1か月かけて、パネル

シアターの制作～発表（テーマは「漢字」）を行

いました。「四字熟語」「へん・つくり」「象形文字」

「漢字たし算」に分かれ、ストーリー・絵・構成・

演出すべてオリジナルでアイデ ィ アを出し合

い協力しての活動でした。13グループの発表は

個性豊かで生き生きと楽しく、教室が笑い声

いっぱいになりました。その後、小学校や保育

園のボランティアでもこのパネルシアターは

大活躍しています。

CHIBA Campus

CHIBA2nd Campus

ＮＨＫ「首都圏ネットワーク」で経営学部の

キャリア教育が紹介されました

　7月23日放送のNHK「首都圏ネットワーク」

の特集“若者の離職を防げ”の中で、本学経営学

部のキャリア教育が紹介されました。

　全国で3年以内に離職する大卒者の割合は3

割以上。要因は様々ですが、学生自身の「職業観

の欠如」も一つの要因として考えられています。

　経営学部では、自らのキャリアビジョンを繰り

返し明らかにし、高い就業意欲・学習意欲を育成・

定着化できる

よう、キャリ

アデザインの

授業を1・2年

次必修として

います。

「ホテル日航東京」と「成田国際空港（株）」を見学

　夏休みを利用して観光経営学科1年生17名

が8月5日に「ホテル日航東京」（港区台場）を、

また 22名が 8月8日に「成田国際空港（株）」(千

葉県成田市) を見学しました。

　ほとんどの学生にとって、本格的なシティ

ホテルと国際空港を会社側からの視点で見学

するのは初めての体験で、見るもの聞くもの

感動的で、新たな発見の連続となりました。

みずほ台まつりに参加

　8月30日、西みずほ台商店会とみずほ台1・

2・3 丁目町内会が共催して第 33 回みずほ台

祭りが開催されました。夏休み最後の土曜日

は、近隣のみでなく東武東上線の利用者も途

中下車した観光客で大変な賑わいでした。埼

玉キャンパスは、みずほ台祭りに協賛し、学

生もボランティ

ア活動に参加し

ました。CFC(学

園 祭 実 行 委 員

会 ）のメンバ ー

は、祭りの準備委員会に参加して企画から後

片付けまで、延べ 60人が参加しました。また、

SMC吹奏楽のメ

ンバーは、駅前

広場のイベント

会場で演奏しま

した。

歴史学科における教室外体験学習の試み

　 人文学部歴史

学科の歴史調査

法という科目で

は、歴史的事実を

確 定 するための

前提となる史料や参考文献の調べ方を教えま

す。そのためには、歴史史料が収蔵保管されて

いる現場に足を運ばなくてはならないのです。

　そこで担当教員は、板橋区公文書館と東京都

埋蔵文化財センターへ学生諸君を連れて行き、

ナマの歴史史料である古文書や考古資料であ

る土器などを実際に触らせてもらいました。そ

れらを手にとって調べるときはどのような手

続きをとったらよいのか、これについても職員

の皆様から直接教えていただくことができま

した。

演劇発表会

　7月22～23日、淑徳大学東京キャンパスの1

階スタジオで、望月純吉先生（文学座・演出家）

担当の人文学部表現学科1年前期科目「創作表

現技法Ⅰ（演劇）」の授業において、表現学科1年

生たちが全員参加の演劇発表を行いました。

両日、スタジオはほど良い緊張感に包まれ、実

に手際よく手配された出し物が次々と演じられ

ました。創作、名作、独演、グループ演技、二人芝

居、童話劇、時代物などなど。3クラス24本の出

し物があり、学生からは「この授業の経験を活か

して後期の演劇

授業をがんばり

たい」と満足感で

いっぱいになっ

ていました。

学生36人に「Rising Sun」で修了式

　 本 学 客 員 教 授 の EXILE のパフォー マ ー

TETSUYA先生が人文学部表現学科の現代表現

論の前期最後の講義を行いました。講義はダン

スを通じた表現方法を教授し、その集大成に学

生とEXILEの代表曲「Rising Sun」を踊りました。

　 講義終了後、「仕事の現場でみんなと出会っ

て、“あの時の生徒です ”と言われたい。それが

僕が見つけた夢」と教え子の学生に最後のあい

さつを行い、学生からも「夢に対する姿勢が変

わ っ た 」と

TETSUYA 先

生 の 思 いは

確 実 に 届 い

ていました。
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学長メッセージ
異なる存在を尊重し合い、高め合う

ともいきのこころ
学祖がめざした女子教育

　
淑徳人
特別養護老人ホーム
森城（むいぐすく） 施設長　宜野座 哲さん

淑徳調査団
ドリームナイト・アット・ザ・ズー

NEWS CLIP

知識モリモリ×栄養モリモリ 「うま味障害を予防し、食事を楽しめる体調を維持する」

学長メッセージ
異なる存在を尊重し合い、高め合う

ともいきのこころ
学祖がめざした女子教育

　
淑徳人
特別養護老人ホーム
森城（むいぐすく） 施設長　宜野座 哲さん

淑徳調査団
ドリームナイト・アット・ザ・ズー
　
NEWS CLIP

知識モリモリ×栄養モリモリ 「うま味障害を予防し、食事を楽しめる体調を維持する」

   特 集　 淑徳女子トーク

こんな女性をめざしたい

「淑徳大学広報」に関するご意見、ご感想などのメールをお待ちしております! reply@soc.shukutoku.ac.jp

東京都豊島区南池袋1-26-9  MYT第2ビル7F
TEL. 03-5979-7061

■ 池袋サテライト・キャンパス

東京都板橋区前野町5-8-7
TEL. 03-5392-5768

■ 通信教育部

千葉県千葉市中央区大巌寺町200
TEL. 043-265-7331

■ 千葉キャンパス
総合福祉学部／コミュニティ政策学部
大学院総合福祉研究科

埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
TEL. 049-274-1511

■ 埼玉キャンパス
国際コミュニケーション学部／経営学部
教育学部

千葉県千葉市中央区仁戸名町673　
TEL. 043-305-1881

■ 千葉第2キャンパス
看護栄養学部

東京都板橋区前野町6-36-4
TEL. 03-3966-7631

■ 東京キャンパス
人文学部
淑徳大学短期大学部
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うま味障害を予防し、
食事を楽しめる体調を維持する

　うま味障害? 聞きなれない言葉ですね。これは味覚障害の一つで、基本味の塩味や甘味、

酸味、苦味は認知できるものの、基本味第５味のうま味が分からない又は弱い場合を表

現します。私の研究テーマでもある、がん患者の味覚障害においても、うま味障害は多く

存在するのですが、今日は若い学生諸子にもこのうま味障害が多いというお話です。

　東北大学の笹野教授の研究報告に興味深いものがあります。某大学の学生を対象にし

た調査では、朝食欠食、外食及び自炊でもバランス不良、学食利用の少ない学生にうま

味障害が多く存在することが報告されています。Company（合コン・コンパ）でお酒をよ

く飲む人にも多いかもしれませんね。それでも、食事改善へのアドバイスを受けてバラ

ンス良く食事をすることで回復する学生が多いとのことですので、食事を見直し、和食

に欠かせないうま味をしっかりと味わいたいものです。

　淑徳大学は栄養学科を有する大学として、すべての学生が食事に関心を持ち、体調管

理・疾病予防の食事を身につけ、うま味障害に陥ることなく食事を楽しみ生き生きと過

ごしましょう!!

×
栄養学科の

知識モリモリ　栄養モリモリ
今回は桑原 節子 先生に伺いました。

vol.7 ■ 編集後記

　今年の4月、淑徳大学に奉職してすぐに

学内広報誌Togetherの編集に関わることと

なりました。委員会での議論にはまだつい

ていけないことが多いのですが、それでも

毎回数時間にわたる会議のなかで、各キャ

ンパスから参加されている委員の皆さん

の「熱」のようなものを感じることができま

す。4つのキャンパスがそれぞれ分散してい

る本学において、こうした広報誌の役割は

決して小さくないはずです。在学生はもと

より、卒業後の淑徳生がどのような人生の

歩みを進めているのかを知ることができる

Togetherの誌面をより充実させていきたい。

この誌面を読んでいただけた方には、小さ

な行事や出来事でも結構ですので、委員会

まで情報をお寄せいただけたら幸いです。

　最後になりますが、本号に御協力いただ

いたすべての皆さんに深謝致します。（田中）
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学園祭＆ホームカミングデーのお知らせ

10月 25日（土）・ 26日（日）
Colorful ～未来を彩る個性～

● ホームカミングデー（懇親パーティー）

10月 25日（土）15：00～
 内容▶サークル発表、過去のアルバム・
写真展示、お楽しみ抽選会、教職員と
の懇談、懇親会など

卒業生の皆さまへ
ホームカミングデーを学園祭と同日開催いたします。皆様のご出席を心からお待ち致しております。
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第
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龍
澤
祭
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回
　
淑
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祭
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げ
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テーマ

11月 2日（日）・ 3日（月・祝）
Enjoy  誰もが笑顔になれる場所

● ホームカミングデー

11月 2日（日）12：30～
 内容▶オープニングセレモニー、朗読
劇「ハッピーバースデー」、懇親会など

テーマ テーマ

11月 22日（土）・ 23日（日）
For the First Time in 
Forever～うまれてはじめて～

※淑徳短期大学部合同開催

2日（日）・3日（月・祝）
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